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ハンタガー（井泉）に住む生き物と水質調査 

「繁多川調査隊」 

１年 比嘉良榮（那覇市立真地小学校） ２年 宮城昊司（浦添市立港川小学校） 

３年 當間愛子（那覇市立識名小学校） ４年 宮城拓未（浦添市立港川小学校） 

４年 比嘉柚稀（那覇市立真地小学校） ６年 比嘉成美（那覇市立真地小学校） 

６年 仲宗根そら（那覇市立識名小学校） ６年 森田徠稀（那覇市立識名小学校） 

 

①①①① 目的・動機目的・動機目的・動機目的・動機    

ハンタガーとは元々、ハンタ（端）にある井泉を意味したとされ、地域の人々の飲料水

や生活用水に利用されてきました。那覇市繁多川では、毎年１月１日の朝に子どもたちが

ハンタガーから若水を汲み、お供え用として地域住民に配るという伝統が続いています。

しかし、近年では水質が悪くなり、飲むことができません。 

      

ハンタガーの水を飲める水に変えることはできないのか、どうすれば水の飲める綺麗な

ハンタガーに戻せるのかを考えたいと思い、調査することにしました。 

 

②②②② 研究の内容と方法研究の内容と方法研究の内容と方法研究の内容と方法    

方法１ ハンタガーに住む生き物を調査する 

ハンタガーにいる生き物を取って、種類を調べたり、微生物がいないか顕微鏡で確認をす

る。近くにあるもう１つの川（ボージガー）にいる生き物も調査し、違いがあるのかを確

認する。 

微生物が多くいれば飲めないといえるため、専門家に協力を依頼して微生物を探してみる。 

 

方法２ Tetra6 in 1 の水質検査薬を使い、ハンタガーの水質調査をする 

目で見るだけでは水質がわからないため、市販の水質検査薬を使って以下の６つについて

調べてみる。 

ｐH（ペーハー）⇒水質が酸性なのかアルカリ性なのかを調べる 

KH（炭酸塩硬度）⇒炭酸水素イオン濃度を調べる 

GH（総硬度）⇒水中のカルシウムイオンとマグネシウムイオンの総量 

NO2（亜硝酸塩）⇒水の汚れの原因となり生体に毒性をしめすアンモニアが分解されてで

きるのが亜硝酸塩 

NO3（硝酸塩）⇒亜硝酸塩が分解されてできるのが硝酸塩。硝酸塩濃度が高くなるとコケ

が発生しやすい 

Cl2（塩素）⇒水道水の殺菌に使われている塩素が残っていないかを調べる 

 

方法３ ハンタガーの水をきれいにするための方法を探す。砂利や水草を入れてみて、

水質が良くなるのかを調べる。 

 

方法４ 繁多川自治会のお年寄りに昔と今のハンタガーの違いを聞く 

昔は飲めたハンタガーの水であるということは、昔の環境や住んでいた生き物を知ること

で何かヒントが得られるのではないか、と考える。 

 

③③③③ 結果結果結果結果    

《ハンタガーに住んでいる生き物調査》 

グッピー、めだか、はぜ、タニシなど 

   
気付いたこと・・生き物はそれほど多くない。しかし川は変な匂いがする。同様にボー

ジガーでも生き物を調査したが、そちらにはえびやアメンボなど少し違う生き物もいたが、

多くは共通していた。 

《顕微鏡を使って微生物の調査》 

   

今度は川の水を顕微鏡で見て、どのくらいの微生物がいるのかを調べようと思ったが、

何も発見することができず、どうしたらよいのか悩んだ。そこで、沖縄工業高校の生物が

専門の照屋香先生のアドバイスをもらい、川の水を濾紙で何度か濾した後の水を顕微鏡で

見てみた。するとわずかだが小さな微生物を発見することができた。 

しかし、濾過した川の水でさえほんのわずかの微生物しか見つけられなかったということ
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は、飲めない水ではなく、飲める水なのではないか？ということになった。 

 

《水質調査》 

ハンタガーの水質調査  水道水の水質調査 ペットボトルの水質調査 

   

（上から） ハンタガー 水道水 ペットボトル 

Cl2 ０．８ ０．８ ０ 

ｐH ６．８ ６．８ ６．４ 

KH １０ ６ ０ 

GH ８ ４ ０ 

NO2 ０ ０ ０ 

NO3 １０ １０ ０ 

上記の結果からみても、ハンタガーの水質は水道水とそんなに変わらないことが分かった。 

 

《水草や砂利を入れると綺麗になるのか》 

  
少しでも飲める水に近づけるために、砂利や水草を入れることで水質が良くなるのかも

実験した。実験は川の水を汲んできて、その中に水草や砂利を入れて１週間後の水質とど

のように変わるのかを調べた。 

 

 

 

 

結果は以下の通り 

（上から） ハンタガーの水 水草を入れた水 砂利を入れた水 

Cl2 ０．８ ０ ０ 

ｐH ６．８ ７．６ ７．６ 

KH １０ ６ ２０ 

GH ８ ８ ８ 

NO2 ０ ５ １０ 

NO3 １０ ５０ ５０ 

水草や砂利を入れることで塩素が減ったが、NO2 や NO3 の濃度が高くなった。これは生

き物を入れず、光合成も行われない状態で実験をしたため、ハンタガーの水質より悪くな

ったと考えられる。実験は失敗に終わった。 

 

《繁多川に住むお年寄りから聞いたお話》 

・ハンタガーには昔は生き物がたくさんいた。 

・うなぎを捕まえることもあった。 

・ハンタガーの水は若水汲み、ボージガーの水は豆腐作りに利用されていた。 

・今よりも水がたくさんあった。 

・川の水が匂うのは、川の下に下水道が流れており、以前に下水道管が破裂し修理したこ

とも影響しているのかもしれない。 

 

④④④④ 考察考察考察考察    

実験結果より、ハンタガーの水は飲めないことはないという結論になりました。 

しかし、嫌な臭いがするため、飲める気がしません。実際に話を聞いたり、調査をするこ

とで、ハンタガーの水の量が減っていることや、生き物が減ってコケや藻が多く発生して

いる現状を目の当たりにしました。今後も若水汲みという伝統を守っていくためには、川

の水の量が増えるためにどうすれば良いのか、また臭いの元を絶つことはできないのか、

などを次の研究課題として取り上げたいと思いました。 

 

⑤⑤⑤⑤ 参考文献・協力者参考文献・協力者参考文献・協力者参考文献・協力者    

水草のひみつ（2003 年） 守矢登著 あかね書房 

沖縄工業高校教諭 照屋香氏 

繁多川自治会長 新田勇氏 
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